
メ
ー
デ
ー
っ
て

労
働
者
の
日
と
し
て
の
メ
ー
デ
ー

は
、
１
８
８
６
年
5
月
1
日
に

ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
35
万
人
が

8
時
間
労
働
制
を
要
し
て
ス
ト

ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が

起
源
。

1
日
12
時
間
か
ら
14
時
間
労

働
が
当
た
り
前
だ
っ
た
当
時
、

「
8
時
間
は
仕
事
の
た
め
に
、

8
時
間
は
休
息
の
た
め
に
、
残

り
の
8
時
間
は
、
お
れ
た
ち
の

好
き
な
こ
と
の
た
め
に
」
を
目

標
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

１
８
９
０
年
、
ア
メ
リ
カ
の

労
働
者
の
た
た
か
い
（
運
動
）

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
者
が

呼
応
。
世
界
的
な
労
働
者
の
祭

典
と
し
て
第
１
回
国
際
メ
ー
デ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は

１
９
２
０
年
5
月
2
日
日
曜

日
に
第
1
回
の
メ
ー
デ
ー
（
主

催
：
友
愛
会

司
会
者
：
鈴
木

文
治
）
が
上
野
公
園
で
行
わ
れ
、

「
八
時
間
労
働
制
の
実
施
」

「
失
業
の
防
止
」
「
最
低
賃
金

法
の
制
定
」
な
ど
を
訴
え
ま
し

た
。

広
が
る
た
た
か
い

非
正
規
雇
用
や
派
遣
労
働
者

が
団
結
し
、
た
た
か
い
を
始
め

て
い
ま
す
。
教
職
員
の
お
か
れ

る
状
況
も
、
長
時
間
多
忙
が
恒

常
化
し
、
我
慢
の
限
界
で
す
。

教 え 子 を 再 び 戦 場 に 送 る な ！

２００８年４月30日

NO、４１６

とよなか
全教豊中教職員組合

〒561―0874

豊中市長興寺南3－5－2
TEL（06）6865－3190 FAX（06）6865-3191

Eメール zenkyo-toyonaka@tcct.zaq.ne.jp

Ｗeｂページ

http://www.tcct.zaq.ne.jp/zenkyo-toyonaka/

５月１日はメーデー
今、働く者の団結が重要な時代

第７９回大阪メーデー
扇町公園と豊能地域メーデー（豊中：大門公園）

なくせ貧困と格差 働くルールの確立を

第79回大阪メーデー
メーンスローガン

「働く者の団結で生活よ権利を守り、平和と民

主主義、中立の日本をめざそう」

サブスローガン

「なくせ！貧困と格差。働くルールの確立。労働時間

短縮で雇用の拡大を」

「ストップ！改憲、海外で戦争する国づくり。米軍基

地の再編・強化反対」

「政治の民主的転換で、安心して暮らせる社会を実現

しよう！」

場所 大門公園 時間 ９時半



たたかってこそ
要求実現

青年も、民間でも
そして、公務も！

偽装請負告発－松下プラズマ

派遣先に雇用義務

4月25日、大阪・松下プラズマ

ディスプレイで働いていた吉岡さ

んが偽装請負を告発し、解雇され

たのは不当だと訴えていた大阪高

裁判決がありました。大阪高裁は

吉岡さんの訴えを全面的に認める

判決をくだしました。

「教員の働きすぎを認定」

－京都地裁―

4月23日、超過勤務を放置

した京都市を相手に超過勤

務手当の支払いなどを求め

た裁判で、原告の訴えの一

部を認め、違法行為による

損害賠償の支払いを命じま

した。

大企業東芝でたたかう

労働者が―差別是正

世界的大企業東芝で、働

きやすい職場の実現をめざ

して活動していた労働者を

排除するため昇進・昇格差

別を行ってきた事件で全面

和解にいたりました。数十

年におよぶ東芝でのたたか

い。全労連などが全国的に

争議支援してきました

退勤調査結果公表し
勤務・労働条件改善を

昨年、９月に市教委がおこなった退勤

調査。全教は長時間労働・多忙化解消の

ためにこの調査結果を早急に公表するよ

うに求めてきました。

昨年秋の対市交渉時から示すように求

めてきましたが、「まだ、まとめができ

ていない」と時期をずるずる延ばしてき

ていました。

連休明けには、明らかにするとしてい

ます。



市
民
パ
レ
ー
ド

Ｉ
Ｎ
と
よ
な
か

め
っ
ち
ゃ
え
え
や
ん
！９

条

５
月
３
日
（
土
・
祝
）

午
前
11
時
～
12
時
頃

コ
ー
ス
：

豊
中
市
役
所
前
広
場
集

合
→
国
道
１
７
６
号
線
に
沿
っ
て

豊
中
駅
前
ま
で
パ
レ
ー
ド

主
催
：

九
条
の
会
・
豊
中
い
ち
ば
ん
星

★
06
年
、
07
年
に
続
い
て
３
回
目

の
市
民
パ
レ
ー
ド
で
す
。
合
言
葉

は
「
め
っ
ち
ゃ
え
え
や
ん
！
９
条
」
。

９
条
世
界
会
議
・
関
西

５
月
６
日
（
火
・
祝
）

午
前
10
時
～
４
時
半

場
所

舞
洲
ア
リ
ー
ナ

参
加
協
力
券

一
〇
〇
〇
円

内
容

・
ソ
ウ
ル
・
フ
ラ
ワ
ー
・
ユ
ニ

オ
ン
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

・
小
山
乃
里
子
さ
ん
＆
香
山
リ

カ
さ
ん
の
対
談

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
若
者

九
条
ト
ー
ク

な
ど

自
民
・
公
明
・
民
主
の

議
員
が
改
憲
議
員
同
盟

「
９
条
の
会
」
に
対
抗
し

た
運
動
を
よ
び
か
け
る

読
売
新
聞
で
も
「
憲
法
９
条
を

か
え
な
い
」
と
い
う
意
見
が
「
か

え
る
」
を
久
し
ぶ
り
に
上
回
り
ま

し
た
。

憲
法
を
変
え
よ
う
と
す
る
国
会

議
員
の
勢
力
は
、
こ
う
し
た
世
論

の
変
化
に
「
９
条
の
会
」
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
し
て
、
名
指

し
し
て
“
草
の
根
”
か
ら
運
動
を

展
開
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

「９条の会」全国７０００をこえる

平和憲法を日本のすみずみに広げよう！
世界に広げよう！

ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク

の
と
り
く
み



私
が
豊
中
に
流
れ
来
て
五
〇

年
が
近
い
。
田
舎
ま
で
教
員
の

募
集
に
来
ら
れ
た
Ｔ
校
長
は

「
東
の
鎌
倉
・
西
の
豊
中
」
と

誇
ら
し
げ
に
語
ら
れ
た
。
私
に

と
っ
て
は
初
め
て
聞
く
市
だ
が
、

そ
ん
な
市
で
教
育
や
町
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
っ
た
。

豊
中
と
い
う
地
名
は
、
明
治

22
年
（
一
八
八
九
）
町
村
制
の

施
行
に
よ
り
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
村
々
を
合
併
し
新
し
い
村

を
つ
く
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

こ
の
時
、
新
免
・
轟
木
・
山
ノ

上
・
岡
町
・
桜
塚
が
合
併
し
豊

中
村
と
な
ぅ
た
。
当
時
の
豊
嶋

郡
（
現
在
の
池
田
・
箕
面
・
豊

中
の
境
域
）
の
中
央
に
位
置
す

る
と
い
う
こ
と
で
つ
け
た
名
で

あ
る
。
そ
の
時
、
北
豊
島
・
中

豊
島
・
南
豊
島
と
い
う
村
も
生

ま
れ
た
。

豊
島
郡
の
中
央
だ
か
ら
と
い

う
の
は
単
純
か
も
し
れ
な
い
か
、

豊
か
な
町
づ
く
り
を
！
と
い
う

想
い
で
、
住
宅
開
発
も
す
す
み
、

豊
中
町
と
な
り
、
昭
和
11

年

（
一
九
三
六
）
麻
田
・
桜
井
谷
・

熊
野
田
を
合
併
し
て
市
制
を
敷

き
、
戦
後
、
昭
和
22
年
中
豊
島
・

南
豊
島
・
小
曽
根
村
を
合
併
、

28
年
に
は
上
新
田
、
30
年
に

は
庄
内
町
を
合
併
し
て
今
日

の
豊
中
が
で
き
た
。
（
豊
島

郡
の
中
央
と
つ
け
た
名
も
、

合
併
の
進
行
に
よ
っ
て
旧
豊

島
郡
の
南
部
を
そ
の
境
域
に

収
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
）

さ
て
、
豊
中
の
も
と
に
な
っ

た
「
豊
嶋
」
の
歴
史
は
古
く
、

古
事
記
（
七
一
二
年
）
に
手

嶋
連
（
む
ら
じ
）
と
い
う
豪
族

が
登
場
し
、
続
日
本
紀
（
七
六

九
）
に
摂
津
国
豊
嶋
郡
の
地
名

が
あ
る
。
当
時
は
豪
族
名
・
地

名
は
一
体
で
あ
る
こ
と
か
多
く
、

人
名
が
先
か
地
名
か
先
か
と
は

言
い
難
い
が
「
豊
」
の
ル
ー
ツ

は
こ
こ
に
始
ま
っ
て
い
る
。

大
和
朝
廷
は
、
地
方
の
豪
族

に
対
し
て
、
み
め
麗
し
き
子
女

を
貢
進
（
人
質
）
せ
し
め
た
。

そ
の
一
人
豊
嶋
采
女
（
う
ね
め
）

の
歌
が
万
葉
集
の
天
平
十
年

（
七
三
八
）
の
条
に
載
せ
ら
れ

て
い
る
。
右
大
臣
に
嫁
し
た
采

女
が
、
一
度
田
舎
（
豊
嶋
）
に

帰
り
ま
し
ょ
う
、
と
せ
が
む
の

だ
が
、
忙
し
い
忙
し
い
と
言
を

左
右
に
し
て
連
れ
て
帰
っ
て
く

れ
な
い
と
嘆
く
の
だ
っ
た
。

も
も
し
き
の
大
宮
人
は

今
日
も
か
も

暇
（
い
と
ま
）
を
無
み
と

里
に
去
（
ゆ
）
か
ず
あ
ら
む

豊
嶋
采
女

豊
島
郡
は
、
古
代
・
中
世
・

近
世
と
続
き
、
明
治
29
年
能
勢

郡
と
合
併
豊
能
郡
と
な
る
。

私
た
ち
の
ま
ち

豊
中
の
歴
史

地
名
が
語
る

１

「

豊
中
」

高
市

光
男
（
元
豊
中
市
・
校
長
）

元小学校校長で豊中市の教育研究所長でもあっ

た高市光男さんに「豊中の歴史―地名は語る」

を連載（全６回）していただきます。


